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Ⅰ 基本的な考え方 

 １ 戦略策定の趣旨・位置づけ 

    国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」、県の「鳥取県人口ビジョン」を勘

案するとともに、「八頭町人口減少対策ビジョン」を踏まえ、八頭町の人口の現状を

分析し、今後目指すべき将来の方向と人口の将来を提示する。 

 

 ２ 推計期間 

 2060 年（平成 72 年）まで 

 

Ⅱ 人口ビジョン 

【全国的な動き】 

日本の人口は、2008 年の１億 2,808 万人をピークに減少局面に移行しており、国立社

会保障・人口問題研究所による将来推計人口では、2060 年の総人口は約 8,700 万人にま

で減少するとされている。東京圏など都市部への過度の人口集中がみられる一方、地方

では若い世代の人口流出が進行しており、都市部に比べて人口減少が早い段階で進んで

いる。このまま推移すると、2050 年には現在の居住地域の６割以上で人口が半分以下に

減少し、２割の地域では無居住化すると推計されており、地方の地域経済社会の維持が

困難になり、やがて国全体に広がることが懸念されている。 

政策提言機関である日本創成会議によると、今後も人口移動が収束しなかった場合に

ついて、国立社会保障・人口問題研究所推計における 2010 年から 2015 の間の人口移動

の状況が概ねそのままの水準（概ね毎年６～８万人程度が大都市圏に流入）で続くとい

う想定で算出すると、2010 年から 2040 年までの間に「20～39 歳の女性人口」が５割以

下に減少する自治体数は、896 自治体、全体の 49.8％という結果になり、これらを「消

滅可能性都市」としている。さらに、896 自治体のうち、2040 年時点で人口が１万人を

切る市町村は、523 自治体、全体の 29.1％であり、このままでは、これらの自治体は消

滅する可能性が高いとされている。 

こうした状況を踏まえ、国の「まち・ひと・しごと創生長期ビジョン」では、 

１）東京への人口の一極集中の是正 

２）若い世代の就労・結婚・子育ての希望の実現 

３）地域の特性に即した地域課題の解決 

という３つの基本的視点から、将来にわたって活力ある日本社会を維持するため 2060 年

に総人口１億人程度を確保することを目指している。 
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2040204020402040 年年年年推計推計推計推計人口地図（全国市区町村別）人口地図（全国市区町村別）人口地図（全国市区町村別）人口地図（全国市区町村別）    

 

※ 福島県については、2011 年３月に発生した東日本大震災に伴う福島第一原子力発電所の事故の影響で、市町村別の人口の動向

及び今後の推移を見通すことが困難なことから、市町村別の人口推計を行っていない。 

 

 

 

 

 

人口移動が収束しない場合において、2040 年に若年女性が 50％以上減少し、人口が１万人以上の市区町村（373） 

人口移動が収束しない場合において、2040 年に若年女性が 50％以上減少し、人口が１万人未満の市区町村（523） 

（資料：一般社団法人北海道総合研究調査会作成）



3 

 

国の人口の推移と長期的な見通し国の人口の推移と長期的な見通し国の人口の推移と長期的な見通し国の人口の推移と長期的な見通し    

 

（資料：第 4 回まち・ひと・しごと創生本部会合資料／一部改変） 

 

 

１ 人口の現状分析 

（１）人口動向分析 

八頭町の総人口は、1980 年(昭和 55 年)から 1985 年(昭和 60 年)にかけてやや増加し

たものの、これ以降、急速に減少している。 

年少人口(15 歳未満)についても、1985 年(昭和 60 年)の 4,444 人以降減少を続けてお

り、2015 年(平成 27 年)には、当該年と比較して半数に減少しているものと推計されて

いる。 

また、老年人口(65 歳以上)は、1990 年代前半には年少人口を上回り、2005 年(平成

17 年)から 2010 年(平成 22 年)にかけて微減しているものの、概ね国勢調査年ごとに 1

割ずつ増加しており、既に年少人口の倍以上の数値となっている。 

年少人口割合は、鳥取県全体の数値より低い割合で推移し、一方、老年人口割合は、

高い割合で推移しており、少子・高齢化について県全体と比べても早い段階で進行し

ていることがうかがえる。 

合計特殊出生率については、年ごとの変動が大きいものの、国の数値より高い値で推

移している一方で、概して鳥取県の数値よりは低い値となっている。 
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八頭町の人口推移八頭町の人口推移八頭町の人口推移八頭町の人口推移    

 

（資料：総務省統計局「国勢調査」） 

2015 年の数値は、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口(平成 25年 3 月推計)」 

 

 

八頭町の年齢別人口割合の推移八頭町の年齢別人口割合の推移八頭町の年齢別人口割合の推移八頭町の年齢別人口割合の推移                       単位％ 

 

昭和 55 年 

(1980 年) 

昭和 60 年 

(1985 年) 

平成 2 年 

(1990 年) 

平成 7 年 

(1995 年) 

平成 12 年 

(2000 年) 

平成 17 年 

(2005 年) 

平成 22 年 

(2010 年) 

平成 27 年 

(2015 年) 

年少人口 

20.1 

【21.6】 

20.6 

【21.2】 

20.2 

【19.2】 

18.6 

【17.1】 

16.0 

【15.3】 

14.1 

【14.0】 

12.9 

【13.4】 

12.0 

【12.7】 

生産年齢人口 

65.6 

【66.0】 

63.7 

【65.0】 

61.8 

【64.5】 

59.9 

【63.6】 

59.4 

【62.6】 

58.9 

【61.9】 

59.1 

【60.3】 

56.6 

【57.3】 

老年人口 

14.3 

【12.3】 

15.7 

【13.7】 

18.0 

【16.2】 

21.5 

【19.3】 

24.6 

【22.0】 

27.1 

【24.1】 

28.0 

【26.3】 

31.4 

【30.0】 

（資料：総務省統計局「国勢調査」） 

下段【 】は鳥取県全体の数値 

2015 年の数値は、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口(平成 25年 3 月推計)」 

 

合計特殊出生率の推移合計特殊出生率の推移合計特殊出生率の推移合計特殊出生率の推移    

  

平成 17 年 

(2005 年) 

平成 18 年 

(2006 年) 

平成 19 年 

(2007 年) 

平成 20 年 

(2008 年) 

平成 21 年 

(2009 年) 

平成 22 年 

(2010 年) 

平成 23 年 

(2011 年) 

平成 24 年 

(2012 年) 

平成 25 年 

(2013 年) 

国 1.26 1.32 1.34 1.37 1.37 1.39 1.39 1.41 1.43 

鳥取県 1.47 1.52 1.47 1.43 1.46 1.54 1.58 1.57 1.62 

八頭町 1.37 1.61 1.38 1.42 1.37 1.60 1.47 1.55 1.61 

（資料：厚生労働省「人口動態調査」） 
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（２）将来人口の推計と分析 

八頭町では、死亡者数が出生者数を上回る自然減の状態と、転出者数が転入者数を

上回る社会減の状態が続いている。自然減については、平成 17 年からの推移をみると

死亡者数は概ね毎年 240 人程度の横ばいで推移しているものの、出生者数はやや減少

傾向にあり、減少幅は広がりつつある。 

また、社会減については、転出者数、転入者数とも減少傾向にあるが、両者の差は

広がっていく傾向を示している。 

人口移動の状況については、転入者、転出者ともに約４割が県外、約６割が県内の

移動となっている。県外移動者については、近年は大阪市から 10 数人程度の転入があ

るものの、同じく大阪市、神戸市など関西圏への転出が超過となっている。 

また、県内移動者のうち転入者、転出者ともに７割以上は鳥取市となっているとと

もに、平成 22 年国勢調査によると約９割が鳥取市へ通勤・通学している状況である。 

 

八頭町の出生八頭町の出生八頭町の出生八頭町の出生者者者者数・死亡者数の推移数・死亡者数の推移数・死亡者数の推移数・死亡者数の推移    

 

（資料：鳥取県統計課「鳥取県人口移動調査」） 

 

八頭町の転入・転出者数の推移八頭町の転入・転出者数の推移八頭町の転入・転出者数の推移八頭町の転入・転出者数の推移    

 

（資料：鳥取県統計課「鳥取県人口移動調査」） 
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人口移動人口移動人口移動人口移動の状況の状況の状況の状況（転入者）（転入者）（転入者）（転入者） 

 

（資料：鳥取県統計課「鳥取県人口移動調査」） 

 

 

人口移動の状況（人口移動の状況（人口移動の状況（人口移動の状況（転出転出転出転出者者者者））））    

 

（資料：鳥取県統計課「鳥取県人口移動調査」） 
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転入者数・転出者数の地域別内訳転入者数・転出者数の地域別内訳転入者数・転出者数の地域別内訳転入者数・転出者数の地域別内訳（（（（2014201420142014 年）年）年）年）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考：地域経済分析システム） 

 

（３）人口の変化が地域の将来に与える影響の分析・考察 

八頭町の人口について、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口

(平成 25 年 3 月推計)」によると、合計特殊出生率が 1.4 程度で上昇せず、また社会移

動も収束しないと仮定され、2060 年には 8,800 人程度になると推計されている。老年

人口(65 歳以上)は 2020 年をピークに減少に転じるが、その割合は上昇し続け 2040 年

には 40％を超える。 

こうした形で少子高齢化の進行と過度の人口減少が進むことにより、生産年齢人口

(15 歳～64 歳)の減少による産業活動の低迷、地域活力の低下、集落機能の維持が困難

となるなど様々な問題が懸念される。 

 

八頭町の将来人口推移八頭町の将来人口推移八頭町の将来人口推移八頭町の将来人口推移    

 

（資料：国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口(平成 25年 3月推計)」） 
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こうした状況を踏まえ、平成 27 年３月に策定された「八頭町人口減少対策ビジョン」

では、人口減少対策に対する要望や町民の意識等を把握し、効果的な人口減少対策施策

の検討参考資料とするため、八頭町民 20 歳～70 歳を対象に無作為で 500 名を抽出して

アンケート調査を実施している。 

同ビジョンにおいて、アンケート調査結果、各種統計データから町の課題を６つの分

野に分け、目指すべき施策の方向性について示している。 

 

八頭町人口減少対策ビジョン八頭町人口減少対策ビジョン八頭町人口減少対策ビジョン八頭町人口減少対策ビジョン（（（（抜粋抜粋抜粋抜粋））））    

八頭町の課題八頭町の課題八頭町の課題八頭町の課題    

各統計データやアンケート調査結果から浮かび上がった本町の課題は以下のとおりです。 

 

①恒常的に続く自然減・社会減①恒常的に続く自然減・社会減①恒常的に続く自然減・社会減①恒常的に続く自然減・社会減    

 自然減、社会減の状態が恒常的に続いており、自然減については出生数が少ないこと、社会減

については仕事関連のために転出するケースが多いと予測されます。出生数を増やす取り組み

や、子育て支援、地域交通の利便性の向上を図り、転出抑制・定住促進に取り組む必要がありま

す。 

 

②年少人口割合の低下②年少人口割合の低下②年少人口割合の低下②年少人口割合の低下    

 鳥取県年齢別推計人口調査（平成 24 年 10 月）では、本町の年少人口割合は 12.5％と県内で

９番目となっていますが、鳥取県全体での年少人口減少割合の 13.2％を下回っており、このこ

とが将来の人口減少の加速につながると予測されます。 

この年少人口割合を増加させることが、本町の重要課題です。 

 

③出生数の低下と未婚率の増加③出生数の低下と未婚率の増加③出生数の低下と未婚率の増加③出生数の低下と未婚率の増加    

本町は、合計特殊出生率が鳥取県及び鳥取市と比較しても低い数値であり、その対策が重要で

す。アンケート調査からも、人口減少の歯止め対策として「子育て環境の充実」が上位にあげら

れており、子どもを産み育てやすい環境づくりに特化した施策が必要となります。また、未婚率

の改善を行うことも出生数の増加につながると考えられます。 

 

④子育て支援策の不足④子育て支援策の不足④子育て支援策の不足④子育て支援策の不足    

 アンケート調査では、子育て世代が住みやすいまちづくりへのニーズが高いことがわかりま

した。また、子育て、地域交通での現状不満が転出意向に結びついている可能性があることが

分析結果から読み取れました。 

 出生率が低く、年少人口割合が低い本町においては、子育て支援策の充実を図り、子どもを

産み育てやすい環境づくりをより強く推進する必要があります。 

 

⑤交通と住環境整備の不⑤交通と住環境整備の不⑤交通と住環境整備の不⑤交通と住環境整備の不備備備備    

利用者の減少、採算性などにより、公共交通機関の撤退や縮小が大きな問題となっています。

また、スーパーマーケットなどの商業施設においても同様の理由により、中山間地域から撤退

し、市街地や町の中心地に集中する状況になっています。町民満足度を高めるためにも、地域交

通の利便性、商業利便性の向上を図ることが求められています。 

 本町は鳥取市に隣接するという地理的優位性を持っています。朝夕の通勤・通学ラッシュ改善

対策への取り組みや鳥取市のベッドタウン化の促進を図るよう、国や鳥取県、そして民間事業者

と共同して推進する必要があります。 

 

⑥働き場の不足⑥働き場の不足⑥働き場の不足⑥働き場の不足    

 人口減少対策に関するアンケート調査の「まちの発展に何を望むか」で、「産業がさかん

で、働く場がたくさんあるまち」の回答が上位にあがりました。生活の前提となる「働く場の

確保」は重要な課題であり、さらなる企業誘致等を進め、積極的な起業・就業への支援を行う

必要があります。 
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8,000
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2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

シミュレーション別人口推移

目標人口 国立社会保障・人口問題研究所推計

人

２ 人口の将来展望 

（１）目指すべき将来の方向 

① 取組の基本的視点 

 過度の少子高齢化、人口減少を抑えつつ、一方で、人口減少自体は避けられ 

ない課題であることから、「人口減少の進行の緩和」及び「人口減少により生

じる課題への対応」という２つの視点が必要。 

② 目指すべき姿とその実現に向けた方策 

 上記視点のもとで「八頭町人口減少対策ビジョン」で示した「笑顔あふれる

住みよいまち 住むなら八頭町」の実現に向けて、 

  ⅰ）まちの資源や特性を活かした働く場の確保 

  ⅱ）結婚・出産の希望がかなえられる子育て環境の整備 

  ⅲ）まちへの人の流れの創設 

  ⅳ）将来にわたり暮らし続けることができる環境の整備 

 に取り組むこととする。 

 

 （２）人口の将来展望 

【目標人口】 

2040 年：約 14,000 人／2060 年：約 12,000 人 

【推計条件】 

◇合計特殊出生率：鳥取県人口推計採用値 1.54 を 2020 年に国民希望出生率 1.8、

2025 年に県民希望出生率 1.95 へと上昇させる。2030 年に人口 

置換水準値 2.07 へと上昇させ、以後は一定とする。 

◇社 会 移 動：2025 年にかけて移動率を２分の１に逓減し、以後、社会移動に

よる減少をなくす。 

 

※ 合計特殊出生率：１年間における 15～49 歳の女性の年齢別出生率を合計した値 

※ 希望出生率：子どもを産み育てたい人の希望を妨げる要因を取り除き、希望が叶った場合の出生率 

※ 人口置換水準：人口が増減しない均衡した状態となる合計特殊出生率の水準 

 

八頭町八頭町八頭町八頭町将来将来将来将来人口推移人口推移人口推移人口推移    
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男女別・年齢階級別人口推移男女別・年齢階級別人口推移男女別・年齢階級別人口推移男女別・年齢階級別人口推移    

 

（国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口(平成 25年 3 月推計)」をもとに作成） 

 

 

 

 

 

（八頭町目標人口の推計値をもとに作成） 
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八頭町の人口の将来展望については、合計特殊出生率の早期上昇と社会移動の逓減

を達成することにより、2060 年に約 12,000 人を維持することを目標とし、国立社会保

障・人口問題研究所推計よりも約 3,200 人多い推計としている。 

男女別・年齢階級別人口推移をみると、2015 年では団塊世代（60 歳～70 歳）の階層

が突出しアンバランスな形状となっているが、2060 年には不均衡が是正された形状に

推移するとみられる。 

 

推計条件の概要推計条件の概要推計条件の概要推計条件の概要    

区  分 国立社会保障・人口問題研究所 八頭町 

○基準人口 2010 年（国勢調査人口） 

同じ 

○生残率 都道府県別生命表から算出された 2005

～2010 年の生残率と、国立社会保障・

人口問題研究所全国推計（出生中位・

死亡中位）により算出された全国値と

の格差が 2040 年まで 0.5 倍となるよ

う仮定。 

同じ 

○純移動率   

基準期間 2010 年→2015 年 

同じ 

逓減方法 2010 年→2015 年：約 0.707 倍 

2015 年→2020 年：約 0.5 倍 

その後は一定。 

2010 年→2015 年：約 0.707 倍 

2015 年→2025 年：約 0.5 倍 

その後は社会移動なし。 

○合計特殊出生率 2015 年 1.45 

2025 年 1.39 

2035 年 1.40 

その後は一定。 

2015 年 1.54（県人口推計採用値） 

2020 年 1.8（国民希望出生率） 

2025 年 1.95（県民希望出生率） 

2030 年 2.07（人口置換水準値） 

その後は一定。 

    

【用語説明】 

生残率 t 年の年齢 x～x+4 歳の人口が、5年後の t+5 年に x+5～x+9 歳として生き残っている率。 

純移動率 t 年の年齢 x～x+4 歳の人口に関する t年～t+5 年の 5年間の純移動数（転出入超過数）

を、期首（t年）人口で割った値。 

 

 

  



12 

 

参考資料 

≪≪≪≪シミュレーション別人口分析シミュレーション別人口分析シミュレーション別人口分析シミュレーション別人口分析≫≫≫≫    

以下のとおり、合計特殊出生率と社会移動の条件を仮定して、八頭町におけるシミュ

レーション別の人口推移を分析し、目標人口設定の参考とした。 

 

 

・シミュレーション① 

合計特殊出生率：1.45（過去 10 年間平均数値）で推移 

社会移動：2025 年にかけて移動率を２分の１に逓減し、その後一定推移 

 

・シミュレーション②【シミュレーション①＋社会移動なし】 

合計特殊出生率：1.45（過去 10 年間平均数値）で推移 

社会移動：2025 年にかけて移動率を２分の１に逓減し、その後増減なし 

 

・シミュレーション③【シミュレーション①＋合計特殊出生率上昇】 

合計特殊出生率：1.61（平成 25 年数値）で推移 

社会移動：2025 年にかけて移動率を２分の１に逓減し、その後一定推移 

 

・シミュレーション④【シミュレーション③＋社会移動なし】 

合計特殊出生率：1.61（平成 25 年数値）で推移 

社会移動：2025 年にかけて移動率を２分の１に逓減し、その後増減なし 

 

・シミュレーション⑤【目標人口推計＋社会移動あり】 

合計特殊出生率：1.54（鳥取県人口推計採用値）から 2.07（人口置換水準値） 

へ段階的に上昇し、2030 年以後は一定推移 

社会移動：2025 年にかけて移動率を２分の１に逓減し、その後一定推移 
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シミュレーションシミュレーションシミュレーションシミュレーション別人口別人口別人口別人口推移推移推移推移    

    

    

    

    

    

    

    

 

    

        

2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

シミュレーション① 18,423 17,407 16,447 15,477 14,514 13,566 12,590 11,592 10,639 9,747 8,913

シミュレーション② 18,423 17,407 16,447 15,477 14,699 13,925 13,101 12,247 11,432 10,683 9,996

シミュレーション③ 18,423 17,472 16,572 15,657 14,745 13,839 12,911 11,960 11,052 10,205 9,419

シミュレーション④ 18,423 17,472 16,572 15,657 14,936 14,223 13,464 12,678 11,934 11,260 10,651

シミュレーション⑤ 18,423 17,444 16,611 15,811 15,041 14,275 13,472 12,647 11,861 11,139 10,485

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

グラフタイトル

人 
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② 

③ 
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④ 
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≪人口減少対策に関するアンケート結果について≫≪人口減少対策に関するアンケート結果について≫≪人口減少対策に関するアンケート結果について≫≪人口減少対策に関するアンケート結果について≫    

～ 八頭町人口減少対策ビジョン（抜粋） ～ 

    

（１）人口減少対策に関するアンケート（１）人口減少対策に関するアンケート（１）人口減少対策に関するアンケート（１）人口減少対策に関するアンケート    

 人口減少対策に対する要望や町民の意識等を把握し、効果的な人口減少対策施策の検討参考資

料とするため、八頭町民 20 歳～70歳を対象に無作為で 500 名を抽出し、八頭町第２次総合計画策

定に関するアンケートの項目内で「人口減少対策」「八頭町の将来像」の調査を実施しました。 

 

①人口減少に伴う課題①人口減少に伴う課題①人口減少に伴う課題①人口減少に伴う課題    

 「人口減少に伴う課題はどのようなものがありますか？」の問いに対しては、「高齢者の孤立化」

との回答が 23.74％と最も多く、続いて「税収減少」19.60％、「空き家の増加」11.33％、「不十分

な子育て環境」8.99％、「買い物弱者」7.91％といった回答が多い結果となりました。 

 

②人口減少の歯止め対策②人口減少の歯止め対策②人口減少の歯止め対策②人口減少の歯止め対策    

 「人口減少に歯止めをかけるために、どのようなことが必要だと思いますか？」の問いに対し

ては、「雇用環境の整備」との回答が 21.53％と最も多く、続いて「子育て環境」18.15％、「商業

機能の充実」12.10％、「地域交通の整備」10.14％、「医療サービスの充実」8.19％といった回答が

多い結果となりました。 

 

③まちの発展に何を望むのか③まちの発展に何を望むのか③まちの発展に何を望むのか③まちの発展に何を望むのか    

 「八頭町がどのようなまちに発展することを望んでいますか？」の問いに、「通勤・通学や買い

物に便利で生活しやすい、住環境が整ったまち」との回答が 25.35％と最も多く、続いて「子ども

を安心して育てられる、教育や子育て環境が充実したまち」19.35％、「産業がさかんで、働く場が

たくさんあるまち」17.51％といった回答が上位を占めました。 

    

④八頭町の今後の土地利用のあり方④八頭町の今後の土地利用のあり方④八頭町の今後の土地利用のあり方④八頭町の今後の土地利用のあり方    

 「八頭町の今後の土地利用のあり方として、あなたが重要だと思うことは何ですか」の問いに

は、「定住者を増やすための住宅地の整備」との回答が 19.35％と最も多く、 

続いて「農地の保全と遊休農地の活用」17.62％、「商業地の整備」12.45％といった回答が上位と

なりました。 

 

（２）人口減少対策に関するアンケ（２）人口減少対策に関するアンケ（２）人口減少対策に関するアンケ（２）人口減少対策に関するアンケート調査結果の分析ート調査結果の分析ート調査結果の分析ート調査結果の分析    

 このアンケート調査結果を、鳥取環境大学地域イノベーション研究センター長の千葉雄二教授

にご協力いただき、社会的人口移動の背景を視点に分析していただきました。 

 

①属性と居住傾向①属性と居住傾向①属性と居住傾向①属性と居住傾向    

 「八頭町に住み続けたい」という居住継続意向は、年齢が上がるにつれて高い傾向がみられ、

「八頭町から転出したい」との転出意向は、20 歳代の比率が 38％、30 歳代は 35％と平均を大き

く上回っており、30 歳代以下の居住継続確保が重要となるデータ結果となっています。 

 

年齢別の居住継続意向                             単位：人 

 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 

居住継続 15 20 23 42 42 

中立 7 7 9 3 11 

転出意向 9 11 6 3 6 
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年齢別居住意向構成比                                   単位：％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

②居住継続意向と地域評価②居住継続意向と地域評価②居住継続意向と地域評価②居住継続意向と地域評価    

 「八頭町に住み続けたいか？」との問いに対する「住み続けたい（地域評価）」「転出したい（地

域不評価）」では完全に評価が分かれており、町外転出意向者は、通勤・通学などの地域交通や買

い物環境での地域評価が低くなっています。 

 また、分析から町外勤務者に転出希望が強いとの数値が出ており、交通の便の評価は勤務地と

の関連があることがわかります。 

 

居住継続意向と地域評価                                    単位：人 

 

買い物や生活便利 交通の便がよい 子育て・教育の環境 

評価する しない 評価する しない 評価する しない 

居住継続 31 0 26 0 14 0 

転出意向 0 16 0 21 0 5 

 

町内外の勤務者と居住継続意向         単位：人 

 町内勤務 町外勤務 

居住継続 54 88 

転出意向 7 28 

 

③居住継続意向と政策要望③居住継続意向と政策要望③居住継続意向と政策要望③居住継続意向と政策要望    

●●●●30303030 歳代の居住継続意向と政策歳代の居住継続意向と政策歳代の居住継続意向と政策歳代の居住継続意向と政策    

 30 歳代では、子育て支援等や雇用対策が必要と多くの方が回答されており、現状不満が転出意

向に結びつく可能性もあります。 

 

30 歳代 居住継続意向と子育て支援                 単位：人 

 

子育て支援 

計 

必要 不要 

居住継続 18 2 20 

転出意向 6 5 11 

計 24 7 31 
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30 歳代 居住継続意向と交通政策                   単位：人 

 

交通政策 

計 

必要 不要 

居住継続 1 19 20 

転出意向 5 6 11 

計 6 25 31 

 

30 歳代 居住継続意向と雇用対策                   単位：人 

 

雇用対策 

計 

必要 不要 

居住継続 16 4 20 

転出意向 4 7 11 

計 20 11 31 

 

 

●●●●40404040 歳代の居住継続意向と政策歳代の居住継続意向と政策歳代の居住継続意向と政策歳代の居住継続意向と政策    

 40 歳代では、居住継続意向者が子育て支援等を求めており、地域交通では、転出意向者が改善

等を求める人数が多く、居住継続意向者は政策不要の人数が多い。居住継続意向者は町内で働い

ていることが多く、こうした傾向が影響していると考えられます。 

 

●22220000 歳代の居住継続意向と政策歳代の居住継続意向と政策歳代の居住継続意向と政策歳代の居住継続意向と政策 

 データからは政策との関係が明確にすることは難しいが、居住継続意向者は交通、商業、雇用

対策を求めている傾向がある。子育て支援要望は必ずしも高くはない。同世代には学生が含まれ

る一方で、就業、出生世代も混在しているため、明確な差異が観察できない可能性があります。 

 

●20202020 歳代から歳代から歳代から歳代から 40404040 歳代の政策要望歳代の政策要望歳代の政策要望歳代の政策要望    

・居住継続意向者が求めている政策要望は、子育て、雇用、空き家対策の充実との関係がやや強

い。 

・転出意向者は地域交通、老朽化したインフラの整備、再生エネルギー政策充実との関係がやや

強い。 

・課題の改善に向けた政策をすることによって転出意向者が、継続して居住する方向へ変える要

因を把握することが必要です。 

    

    


